
https://www.town.kokonoe.oita.jp/

2025

今月の表紙
９月26日、飯田こども園で運動会が
開催されました。
関連記事は8 ページに掲載

●まちの話題 	 6p
●町からのお知らせ  		  9p
●ふるさと自然学校／町長コラム  		  17p
●文化財探訪／心の扉	 18p
●図書館だより 	 19p
●暮らしの情報 	 20p
●歳時記 	 23p

特集「令和６年度九重町決算報告」 

No.83310



依存財源

自主財源

地方交付税

国庫支出金

県支出金
町債

地方税

繰入金

使用料及び手数料

繰越金

諸収入

寄附金

財産収入外

分担金及び負担金

その他

30.7 億円

10.2 億円

9.8 億円
1.６億円

4.6 億円

58.7％

41.3％

13.0 億円

11.9 億円

4.4 億円

5.0 億円

3.1 億円

２.0 億円

0.2 億円

0.4 億円

一般会計

　令和６年度の一般会計、特別会計の決算がまとまり、令和７年第３回九重町議会で認定されました。
皆さんに納めていただいた税金や、国・県から町に入ったお金がいくらで、どのように使われたか、町
の財政状況はどうなっているのか、詳しくお伝えします。

令和6年度

一般会計の歳入は９６億８，９２３万円、歳出は８８億５，９３４万円。歳入歳出差引額は
８億２，９８９万円となり、翌年度に繰り越す財源を控除した実質収支額は５億１，０６２
万円の黒字となりました。

町　民　税
固定資産税
軽自動車税

町たばこ税
入　湯　税

農林水産業費
8万8,642円

農業、林業、畜産業の振興の
ための経費

議会費

1万367円
町議会の運営のための経費

総務費

19万5,186円
役場の全般的な事務の経費、
ケーブルテレビの経費

民生費

20万9,754円
高齢者や障がい福祉、子育て
支援等のための経費

衛生費

8万3,834円
保健衛生や疾病予防、ゴミ・
し尿処理のための経費

商工費

4万8,199円
商工や観光の振興、大吊橋運
営のための経費

土木費

8万3,726円
道路の改良・維持管理や町営
住宅改修のための経費

消防費

  3万3,305円
消防団活動や広域消防の負担
金等の経費

教育費
11万3,051円

学校教育や社会教育、スポー
ツや文化活動のための経費

災害復旧費
9万5,227円

災害復旧のための経費

公債費
7万9,549円

町の借金を返済するための
経費

その他
4万622円

預金への積立や予備費等

合計1,081,462円町民１人当たりの歳出（一般会計）

3億2,067万円
8億7,711万円
4,531万円

3,340万円

2,109万円

歳入は前年度より２億８千万円程
度減少した決算額となりました。
耕地災害復旧に係る県支出金の減
少などが主な要因です。

用 語 説 明

九重町決算報告

96億8,923万円
歳入総額

歳出は前年度より３億4千万円程
度減少した決算となりました。
災害復旧事業の減少が主な要因
です。

88億5,934万円
歳出総額

一般会計
特別会計

普通会計

地方税

繰入金

繰越金

町　債

国庫支出金、
県支出金　

地方交付税
自主財源

依存財源

義務的経費

投資的経費

地方公共団体の会計のうち基本的・全般的な経費を計上する会計

企業会計 独立採算による特定の事業を経理する会計
収益的収支 水道事業の経営活動に伴う収支

資本的収支 施設の整備や拡充に係る収支

事業目的を限定し、特定の歳入を特定の支出に充てて経理する会計

町民の皆さんからの税金

特定の目的のために積み立てられた基金（貯金）を取り崩して収入としたお金

前年度から繰り越されたお金

町の借入金

特定の目的のために国、県から交付されるお金

国が国税として徴収した税金を地方に分配し、市町村間の不均衡を是正するために交付されるお金
九重町が自主的に収入できる財源で、この割合が高いほど情勢に影響されないためなるべく確保することが望ましい
国や県の基準に基づき交付されたり割り当てられる収入で、町が独自に収入額を決められないもの

歳出のうち法令等で義務付けられる経費で、人件費（職員給与、議員報酬等）、
扶助費（生活保護費や児童手当等福祉に係る費用）、公債費（町の借入金の元利償還金）をいう
道路や施設の建設、災害復旧に係るものなど将来に残るものに支出される経費

市町村同士の財政比較を行うために一般会計と特別会計のうち公営事業会計（法律で規定されているもの）
を除いた特別会計を合算したもの
九重町では、一般会計と飯田高原診療所特別会計を合算したもの

■歳入

■歳出

民生費

総務費

公債費
教育費衛生費

土木費

農林水産業費

商工費

消防費

災害復旧費

その他

１7.2 億円

16.0 億円

６.5 億円
９.3 億円6.9 億円

7.8 億円

2.7 億円

3.9 億円

7.3 億円

6.9 億円

3.3 億円

義務的経費

投資的経費

その他経費 30.7％

25.1％

44.2％

議会費 ０.8 億円

簡易水道事業会計

区　分 区分 収益的収支 資本的収支国民健康保険 飯田高原診療所 介　護 後期高齢者医療

歳入決算額 14億3,910万円 6,355万円 15億7,525万円 1億9,809万円

歳出決算額 13億8,903万円 6,233万円 15億373万円 1億9,714万円

収支差額

歳入決算額

歳出決算額

収支差額5,007万円

1億4,569万円

1億6,522万円

△1,953万円

8,986 万円

1億1,460 万円

△2,474万円122万円 7,152万円 95万円

特別会計 企業会計

広報ここのえ　2025.10月号広報ここのえ　2025.10月号 22



依存財源

自主財源

地方交付税

国庫支出金

県支出金
町債

地方税

繰入金

使用料及び手数料

繰越金

諸収入

寄附金

財産収入外

分担金及び負担金

その他

30.7 億円

10.2 億円

9.8 億円
1.６億円

4.6 億円

58.7％

41.3％

13.0 億円

11.9 億円

4.4 億円

5.0 億円

3.1 億円

２.0 億円

0.2 億円

0.4 億円

一般会計

　令和６年度の一般会計、特別会計の決算がまとまり、令和７年第３回九重町議会で認定されました。
皆さんに納めていただいた税金や、国・県から町に入ったお金がいくらで、どのように使われたか、町
の財政状況はどうなっているのか、詳しくお伝えします。

令和6年度

一般会計の歳入は９６億８，９２３万円、歳出は８８億５，９３４万円。歳入歳出差引額は
８億２，９８９万円となり、翌年度に繰り越す財源を控除した実質収支額は５億１，０６２
万円の黒字となりました。

町　民　税
固定資産税
軽自動車税

町たばこ税
入　湯　税

農林水産業費
8万8,642円

農業、林業、畜産業の振興の
ための経費

議会費

1万367円
町議会の運営のための経費

総務費

19万5,186円
役場の全般的な事務の経費、
ケーブルテレビの経費

民生費

20万9,754円
高齢者や障がい福祉、子育て
支援等のための経費

衛生費

8万3,834円
保健衛生や疾病予防、ゴミ・
し尿処理のための経費

商工費

4万8,199円
商工や観光の振興、大吊橋運
営のための経費

土木費

8万3,726円
道路の改良・維持管理や町営
住宅改修のための経費

消防費

  3万3,305円
消防団活動や広域消防の負担
金等の経費

教育費
11万3,051円

学校教育や社会教育、スポー
ツや文化活動のための経費

災害復旧費
9万5,227円

災害復旧のための経費

公債費
7万9,549円

町の借金を返済するための
経費

その他
4万622円

預金への積立や予備費等

合計1,081,462円町民１人当たりの歳出（一般会計）

3億2,067万円
8億7,711万円
4,531万円

3,340万円

2,109万円

歳入は前年度より２億８千万円程
度減少した決算額となりました。
耕地災害復旧に係る県支出金の減
少などが主な要因です。

用 語 説 明

九重町決算報告

96億8,923万円
歳入総額

歳出は前年度より３億4千万円程
度減少した決算となりました。
災害復旧事業の減少が主な要因
です。

88億5,934万円
歳出総額

一般会計
特別会計

普通会計

地方税

繰入金

繰越金

町　債

国庫支出金、
県支出金　

地方交付税
自主財源

依存財源

義務的経費

投資的経費

地方公共団体の会計のうち基本的・全般的な経費を計上する会計

企業会計 独立採算による特定の事業を経理する会計
収益的収支 水道事業の経営活動に伴う収支

資本的収支 施設の整備や拡充に係る収支

事業目的を限定し、特定の歳入を特定の支出に充てて経理する会計

町民の皆さんからの税金

特定の目的のために積み立てられた基金（貯金）を取り崩して収入としたお金

前年度から繰り越されたお金

町の借入金

特定の目的のために国、県から交付されるお金

国が国税として徴収した税金を地方に分配し、市町村間の不均衡を是正するために交付されるお金
九重町が自主的に収入できる財源で、この割合が高いほど情勢に影響されないためなるべく確保することが望ましい
国や県の基準に基づき交付されたり割り当てられる収入で、町が独自に収入額を決められないもの

歳出のうち法令等で義務付けられる経費で、人件費（職員給与、議員報酬等）、
扶助費（生活保護費や児童手当等福祉に係る費用）、公債費（町の借入金の元利償還金）をいう
道路や施設の建設、災害復旧に係るものなど将来に残るものに支出される経費

市町村同士の財政比較を行うために一般会計と特別会計のうち公営事業会計（法律で規定されているもの）
を除いた特別会計を合算したもの
九重町では、一般会計と飯田高原診療所特別会計を合算したもの

■歳入

■歳出

民生費

総務費

公債費
教育費衛生費

土木費

農林水産業費

商工費

消防費

災害復旧費

その他

１7.2 億円

16.0 億円

６.5 億円
９.3 億円6.9 億円

7.8 億円

2.7 億円

3.9 億円

7.3 億円

6.9 億円

3.3 億円

義務的経費

投資的経費

その他経費 30.7％

25.1％

44.2％

議会費 ０.8 億円

簡易水道事業会計

区　分 区分 収益的収支 資本的収支国民健康保険 飯田高原診療所 介　護 後期高齢者医療

歳入決算額 14億3,910万円 6,355万円 15億7,525万円 1億9,809万円

歳出決算額 13億8,903万円 6,233万円 15億373万円 1億9,714万円

収支差額

歳入決算額

歳出決算額

収支差額5,007万円

1億4,569万円

1億6,522万円

△1,953万円

8,986 万円

1億1,460 万円

△2,474万円122万円 7,152万円 95万円

特別会計 企業会計

広報ここのえ　2025.10月号広報ここのえ　2025.10月号33



積立基金残高（年度末現在高）

区　　　　　分
財 政 調 整 基 金

その他の特定目的基金合計
基　金　合　計

11億2,209万円

39億6,531万円

2億746万円

41億7,276万円
   66億6,049万円

令和6年度
12億1,181万円

11億3,427万円

   36億2,366万円

2億746万円

   38億3,112万円
61億7,719万円

基金の目的
年度間の財源の変動に備えて積み立てる基金

地方債の返済を計画的に行うための基金減　　債　　基　　金

そ 

の 

他 

特 

定 

目 

的 

基 

金

令和5年度
13億6,563万円

※万円未満四捨五入のため、合計が一致しない場合があります

　財政調整基金については、突発的な災害等への対応も考慮して、標準財政規模の３０%程度（約１２億円）を目途に積立てを行ってき
ました。令和６年度は災害復旧関連事業や物価高騰等による経費増大のため１億５千万円程度減少しています。
　減債基金については、令和２年７月豪雨災害における災害復旧事業や防災行政無線デジタル化事業等の大型事業への借入への償還にお
いて一般財源が圧迫しないよう余剰財源を活用した積立てを行いながら、適切に運用していきます。

取崩し型（積立型）

果実運用型

特定の目的のために資金を積み立てておき、必要な時に
取崩して財源等に充てるために設置される基金。九重町
では、14 の取崩し基金があり、町有施設の整備などの、
各種事業に用いられます。

積み立てた資金を取り崩さず、そこから生じる利息のみ
を利用し、財源等に充てる基金。九重町では、九重町福
祉基金、足立老齢年金基金の二つがあり、敬老の日祝い品、
ふれあい郵便事業、配食サービス事業に用いられます。

説　明 九重町の比率 早期健全化基準

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

資金不足比率

一般会計などを対象にした実質赤字の標準財政規模に対する
比率

すべての会計を対象にした実質赤字（または資金不足額）の
標準財政規模に対する比率

一般会計などが負担する元利償還金および準元利償還金の標
準財政規模を基本にした額に対する比率

一般会計などが将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模
を基本にした額に対する比率

公営企業会計ごとの資金不足額の事業規模に対する比率

該当なし １５％

２０％

２５％

３５０％

２０％
経営健全化基準

該当なし

4.8％

該当なし

該当なし

経常収支比率（9 0 . 2 ％） 実質公債費比率（4 . 8％）
標準的な収入に対する公債費の割合で、数値が小さい
ほど公債費の負担度合いが少ないことを示します。財
政負担の健全度を判断するものです。

経常的に見込める収入と、公債費など経常的に支払う必
要がある支出を比べたものです。数値が小さい方が弾力
的な財政運営が可能となります。

地方債残高推移

地方債（借入金）は後年での負担する公債
費（借金返済）の増加を抑制するため、国
の財政措置のある有利なものに限り発行
し、残高の抑制に努めています。残高は
令和６年度末で約４２．７億円です。

国が定めた５つの財政指標は、家計でいえば「家の収支バランス」を見る
ものです。町の財政状況を客観的に示すもので、健全な行財政運営を続
けていくための大切な目安です。九重町はいずれの数値も基準を下回っ
ており、健全な状態といえます。

事業別地方債残高

区　　　分

合　　　計

1億7,027万円

6億8,449万円

7,292万円

1億8,898万円

3億1,324万円

   14億8,719万円

32万円

1,589万円

18億1,639万円

47億4,969万円

償還額

2,578万円

1,531万円

422万円

2,009万円

2,727万円

3億2,113万円

32万円

217万円

2億2,205万円

6億3,834万円

発行額

0

 3,890万円

0

0

1,740万円

9,580万円

0

0

1,019万円

1億6,229万円

令和5年度

1億4,449万円

   7億809万円

6,870万円

1億6,890万円

3億337万円

12億6,186万円

0

1,372万円

16億453万円

42億7,365万円

公 営 住 宅 事 業 債

災 害 復 旧 事 業 債

全 国 防 災 事 業 債

教育・福祉施設整備債

一 般 単 独 事 業 債

過 疎 対 策 事 業 債

財 源 対 策 債

減 税 補 て ん 債 等

臨 時 財 政 対 策 債

令和6年度

基金残高推移

基金（町の貯金）は法律や条例に基づいて
設置されるもので、特定の目的のために
活用することができます。九重町には普
通会計に２４の基金があります。令和６
年度末で約６3．9億円となっています。

　

　

起債の内容

財政運営（普通会計）

決算に基づく財政状況の指標

0

2

4

6

8

10

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
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（単位：%）

九重町

県平均

（単位：%）

九重町

県平均

（単位：億円）
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42.7億円
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※万円未満四捨五入のため、合計が一致しない場合があります

災害復旧事業債　3,890万円
・過年度災害復旧に要する費
　用として

一般単独事業 　1,740万円
・急傾斜地崩落対策、砂防施
　設再生事業に要する費用と
　して

過疎対策費事業 9,580万円
・ソフト事業分は地方路線バ
　ス運行費補助、コミュニテ
　ィバス運行費補助に要する
　費用として
・ハード事業分は釣住宅宅地
　造成事業等に要する費用と
　して

　臨時財政対策債 1,019万円
・地方一般財源不足に対処す
　る特例発行分として

63.9 億円

（単位：億円）

その他特定目的基金減債基金

財政調整基金

定額運用基金

広報ここのえ　2025.10月号広報ここのえ　2025.10月号 44



積立基金残高（年度末現在高）

区　　　　　分
財 政 調 整 基 金

その他の特定目的基金合計
基　金　合　計

11億2,209万円

39億6,531万円

2億746万円

41億7,276万円
   66億6,049万円

令和6年度
12億1,181万円

11億3,427万円

   36億2,366万円

2億746万円

   38億3,112万円
61億7,719万円

基金の目的
年度間の財源の変動に備えて積み立てる基金

地方債の返済を計画的に行うための基金減　　債　　基　　金

そ 

の 

他 

特 

定 

目 

的 

基 

金

令和5年度
13億6,563万円

※万円未満四捨五入のため、合計が一致しない場合があります

　財政調整基金については、突発的な災害等への対応も考慮して、標準財政規模の３０%程度（約１２億円）を目途に積立てを行ってき
ました。令和６年度は災害復旧関連事業や物価高騰等による経費増大のため１億５千万円程度減少しています。
　減債基金については、令和２年７月豪雨災害における災害復旧事業や防災行政無線デジタル化事業等の大型事業への借入への償還にお
いて一般財源が圧迫しないよう余剰財源を活用した積立てを行いながら、適切に運用していきます。

取崩し型（積立型）

果実運用型

特定の目的のために資金を積み立てておき、必要な時に
取崩して財源等に充てるために設置される基金。九重町
では、14 の取崩し基金があり、町有施設の整備などの、
各種事業に用いられます。

積み立てた資金を取り崩さず、そこから生じる利息のみ
を利用し、財源等に充てる基金。九重町では、九重町福
祉基金、足立老齢年金基金の二つがあり、敬老の日祝い品、
ふれあい郵便事業、配食サービス事業に用いられます。

説　明 九重町の比率 早期健全化基準

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

資金不足比率

一般会計などを対象にした実質赤字の標準財政規模に対する
比率

すべての会計を対象にした実質赤字（または資金不足額）の
標準財政規模に対する比率

一般会計などが負担する元利償還金および準元利償還金の標
準財政規模を基本にした額に対する比率

一般会計などが将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模
を基本にした額に対する比率

公営企業会計ごとの資金不足額の事業規模に対する比率

該当なし １５％

２０％

２５％

３５０％

２０％
経営健全化基準

該当なし

4.8％

該当なし

該当なし

経常収支比率（9 0 . 2 ％） 実質公債費比率（4 . 8％）
標準的な収入に対する公債費の割合で、数値が小さい
ほど公債費の負担度合いが少ないことを示します。財
政負担の健全度を判断するものです。

経常的に見込める収入と、公債費など経常的に支払う必
要がある支出を比べたものです。数値が小さい方が弾力
的な財政運営が可能となります。

地方債残高推移

地方債（借入金）は後年での負担する公債
費（借金返済）の増加を抑制するため、国
の財政措置のある有利なものに限り発行
し、残高の抑制に努めています。残高は
令和６年度末で約４２．７億円です。

国が定めた５つの財政指標は、家計でいえば「家の収支バランス」を見る
ものです。町の財政状況を客観的に示すもので、健全な行財政運営を続
けていくための大切な目安です。九重町はいずれの数値も基準を下回っ
ており、健全な状態といえます。

事業別地方債残高

区　　　分

合　　　計

1億7,027万円

6億8,449万円

7,292万円

1億8,898万円

3億1,324万円

   14億8,719万円

32万円

1,589万円

18億1,639万円

47億4,969万円

償還額

2,578万円

1,531万円

422万円

2,009万円

2,727万円

3億2,113万円

32万円

217万円

2億2,205万円

6億3,834万円

発行額

0

 3,890万円

0

0

1,740万円

9,580万円

0

0

1,019万円

1億6,229万円

令和5年度

1億4,449万円

   7億809万円

6,870万円

1億6,890万円

3億337万円

12億6,186万円

0

1,372万円

16億453万円

42億7,365万円

公 営 住 宅 事 業 債

災 害 復 旧 事 業 債

全 国 防 災 事 業 債

教育・福祉施設整備債

一 般 単 独 事 業 債

過 疎 対 策 事 業 債

財 源 対 策 債

減 税 補 て ん 債 等

臨 時 財 政 対 策 債

令和6年度

基金残高推移

基金（町の貯金）は法律や条例に基づいて
設置されるもので、特定の目的のために
活用することができます。九重町には普
通会計に２４の基金があります。令和６
年度末で約６3．9億円となっています。

　

　

起債の内容

財政運営（普通会計）

決算に基づく財政状況の指標
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H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
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（単位：%）

九重町

県平均

（単位：%）

九重町

県平均

（単位：億円）
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42.7億円
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H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

※万円未満四捨五入のため、合計が一致しない場合があります

災害復旧事業債　3,890万円
・過年度災害復旧に要する費
　用として

一般単独事業 　1,740万円
・急傾斜地崩落対策、砂防施
　設再生事業に要する費用と
　して

過疎対策費事業 9,580万円
・ソフト事業分は地方路線バ
　ス運行費補助、コミュニテ
　ィバス運行費補助に要する
　費用として
・ハード事業分は釣住宅宅地
　造成事業等に要する費用と
　して

　臨時財政対策債 1,019万円
・地方一般財源不足に対処す
　る特例発行分として

63.9 億円

（単位：億円）

その他特定目的基金減債基金

財政調整基金

定額運用基金
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まちの話題
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侍ジャパンに選出!第30回九重町長杯高校駅伝

小川さん、おめでとうございます岐部さん、おめでとうございます

侍ジャパン女子代表に選出された佐藤美咲さん（右から 2 番目）千町無田周回コースで開催されました

１００歳を迎えた小川アリヱさん（中央）100 歳を迎えた岐部マチヱさん（中央）

　九重町出身の佐
さ と う

藤美
み さ き

咲さんが、女子野球日本代表「侍
ジャパン女子代表」に選出されました。
　佐藤さんは現在、岡山県にある環太平洋大学（IPU）
に在学し、同大学の硬式野球部に所属しています。
　出場が決定した大会は、「第４回 BFA女子野球アジア
カップ」であり、10月26日から11月2日までの8日間、中国・
杭州にて開催されます。

　第３０回九重町長杯九州選抜高等学校駅伝競走大会が
８月３１日、飯田の千町無田地区の周回コースで開催され
ました。
　九州各地から１７校が集い、沿道の声援を受けながら熱
戦を繰り広げました。頂点に立ったのは宮崎県の小林高
校。選手たちの懸命な走りに大きな拍手が送られ、大会
は大いに盛り上がりました。
　大会運営にご協力いただいた地域の皆さまに心より感
謝申し上げます。

　９月10日に小
お が わ

川アリヱさんが100歳の誕生日を迎えられ
ました。
　日野町長が入所する施設を訪問し、お祝いの花束と記
念品を贈りました。
　小川さんは松木・書

かいまげ
曲に生まれ、戦後は地域の生活改

善推進協議会の会長を務められるなど、地域の食生活改
善に尽力してこられました。
　現在は新聞を毎日２紙読むことが日課となっています。
小川さんは「施設の方のおかげ、友だちもよくしてくれる」
と語っていました。
  いつまでもお元気で長生きしてください。

　９月２日に岐
き べ

部マチヱさんが100歳の誕生日を迎えられ
ました。
　日野町長がご自宅を訪問し、お祝いの花束と記念品を
贈りました。
　岐部さんは菅原・桐

きる
木
ぎ

に生まれ、結婚後は主に農業に
従事する傍ら1 男２女を育てました。現在は 1 日 1 回の
散歩と近所の共同温泉に通うことが日課となっており、家
の周りの草むしりをすることもあるそうです。
　岐部さんは「みんなが祝ってくれるのがうれしい。100
年はそんなに長いとは思わない」と語っていました。
  いつまでお元気で長生きしてください。
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ご寄付ありがとうございます最高齢おめでとうございます

全日本女子軟式野球３位報告“草原の写真教室”開催

佐藤みち子さん（前列右から3 番目）とともだち村のスタッフの皆さん102 歳を迎えた中谷記代亘さん（前列左）

佐藤希杏さん（右から２番目）タデ原湿原で写真撮影をしました

　　ＮＰＯ法人ともだち村の理事長、佐藤みち子さんから
九重町に 250,000円を寄付していただきました。
　佐藤さんは長年介護ヘルパーとして勤められ、平成 12
年に「ともだち村」を設立。後にＮＰＯ法人認証を受け、
高齢者や身障者が住み慣れた地域で生活できるよう支援
する活動を続けられています。
　佐藤さんは「共にがんばってくださる方 に々は本当に感謝。
一人一人の 24 時間を支えてまいります」と語っていました。
　いただいた寄付は、町の子育て支援ために役立てられ
ます。ありがとうございました。

　町内最高齢の男性・中
なかたに

谷記
き よ の ぶ

代亘さん（宝泉寺／大正
12年９月23 日生まれの102 歳）を日野町長が訪問し、お
祝いしました。
　中谷さんは最高齢となった心境を「早寝早起き、３度の
食事、規則正しい生活が大切。毎日の自宅の階段の昇り
降りが運動になっている。これからもできるだけがんばって
いきたい」と語っていました。
　現在中谷さんは、自宅の温泉に入ることと、休肝日を設
けながらの晩酌を楽しみに生活されているとのことです。
　これからもお元気で長生きしてください。

　８月に京都府で開催された第 10 回全日本中学女子軟
式野球大会において、大分県代表「オール大分ガールズ」
が３位の成績を納め、所属する佐

さ と う
藤希

の あ
杏さん（ここのえ緑

陽中２年）が日野町長へ報告に訪れました。
　佐藤さんは投手兼内野手として出場し、２回戦（対高知）
では先発として５回を投げ、また３回戦では優勝候補の京都
代表と対戦し２ベースを放つなど投打で活躍を見せました。
　大会をふり返って佐藤さんは「自分の力を出せて嬉し
かった。楽しむことができた。来年は優勝したい」と語っ
ていました。

　草原サミット・シンポジウムinここのえのプレイベント“ 草
原の写真教室 ” が長者原のタデ原湿原で開催され12 名
が参加しました。
　大分キヤノン株式会社の協力で、カメラの使い方講座
が開催され、参加者は写真の撮り方について学んだ後、
タデ原湿原での写真撮影や自然観察を行いました。タデ
原の風景や植物など、それぞれ撮影した写真から１枚を
印刷し、鑑賞会を行いました。
　第１５回全国草原サミット・シンポジウム inここのえ大会
は２０２６年９月５日～６日に開催されます。
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まちの話題
飯田こども園運動会26

9

　９月２６日、飯田こども園で運動会が開催されました。０歳から５歳までの全園児が、親子での競技やリズムなど、元気いっ
ぱいな姿を見せていました。
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令和８年度　町立こども園、保育所・幼稚園の支給認定・入所申請の受付が始まります
●お問い合わせ　健康・子育て支援課　☎０９７３－７６－３８２８

◇�０歳～５歳（就学前）の乳幼児で、保護者の就労・就学、病気療養、求職活動等の理由により、認定こども園や保育
所での保育が必要な方。[０～２歳：３号　３～５歳：２号 ]

◇上記に該当しない３歳～５歳（就学前）の幼児で認定こども園・幼稚園の利用を希望する方。[３～５歳：１号 ]
　＊幼稚園の入園資格については、施設（町外施設）ごとに違いますので、希望する園にお問い合わせください。
　＊町立こども園における１号認定の入園資格については、令和8年４月１日の時点で３歳～５歳の幼児となります。

【 対象者 】

令和7年１１月19日（水）から令和7年１２月19日（金）まで
【 受付期間 】

●町内施設利用中の方：利用中のこども園または、健康・子育て支援課
●新規入園希望または町外施設利用中の方：健康・子育て支援課
＊継続入所の方も全員、申し込みが必要となります。
＊各園の入所可能な園児数を超えた申し込みがあった場合は、入所選考を行った上で、第１希望以外の園への入所
　もしくは、入所を待機いただく場合がありますので、あらかじめご了承ください。
＊受付期間中に提出された申込書は第１次選考として優先的に審査します。
＊町外のこども園や保育園、幼稚園を利用する方も九重町に申込書を提出してください。

【 提出場所 】

【 町内施設 】

※�子育てのための施設等利用給付（幼稚園の一時預かり・認可外保育施設等のサービスを利用し無償化を受けるた
めに必要となる認定）を継続する場合も申請が必要です。詳しくは、健康・子育て支援課（0973-76-3828）まで
ご連絡ください。

施　設　名 住　　　所 電　話　番　号

ここのえ飯田こども園 九重町大字田野1624 -9 ０９７３- ７３- ３５９０

ここのえみつばこども園 九重町大字引治508 -1 ０９７３- ７３- ２５５５

令和7年１１月１３日（木）から
みつばこども園、飯田こども園、健康・子育て支援課窓口にて配布
マイナポータルの「ぴったりサービス」を用いたオンライン申請可
※就労証明書等の添付書類は、直接窓口にご提出ください。 
　詳しくは HP をご覧ください。

※�新規入所希望の方は、健康・子育て支援課
　にて申込書をお受け取りください。

【 申込書配布 】
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　こども家庭庁では、「秋のこどもまんなか月間」の取組の一つとして、毎年11月に「オレンジリボン・児童虐待防止
推進キャンペーン」を実施しています。

『あれって虐待かも』と思ったら
　言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、こどもの目の前で家族に対して暴力をふるう（面前 DV） など
少しでも虐待の可能性を感じたら、どうか迷わずにお電話ください。あなたの通告で救われる命があります。
※児童相談所虐待対応ダイヤル「189」は、虐待かもと思った時などに、すぐに児童相談所に通告・相談ができる全
国共通の電話番号です。※一部の IP 電話からはつながりません。

・�いつもこどもの泣き叫ぶ声や保護者の怒鳴
り声がする
・不自然な傷や打撲のあとがある
・衣類やからだがいつも汚れている
・表情が乏しい、活気がない
・夜遅くまで一人で遊んでいる

・地域などと交流が少なく孤立している
・小さいこどもを家においたまま外出している
・こどもの養育に関して拒否的、無関心である
・こどものけがについて不自然な説明をする

11月は児童虐待防止月間です
●お問い合わせ　健康・子育て支援課　こども家庭センター　☎０９７３－７６－３８７６

こどもや保護者にこんなサインが見られませんか？

令和７年度標語「知らせよう　あなたが　あの子の声になる」

健康・子育て支援課　こども家庭センター　TEL0973‐76‐3876
ひとりで悩まずすぐにご相談を

こどものサイン 保護者のサイン
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令和７年度 九重町職員採用試験（２次募集）　－令和８年４月１日採用―
●お問い合わせ　総務課　☎０９７３－７６－３８００

若干名一般行政職

・平成２年４月２日から平成２０年４月１日までに生まれた人。
　※受験者の学歴は問いません。

保育教諭 

・�昭和６０年４月２日以降に生まれた人で、保育士資格及び幼稚園教諭の免許を有する人又は令和８年３
月３１日までに免許を取得見込の人

若干名　

保健師

・�昭和６０年４月２日以降に生まれた人で、保健師助産師看護師法に規定する保健師の免許を有する人
又は令和８年３月３１日までに免許を取得見込の人

若干名　

採
用
人
数
・
受
験
資
格

■一般行政職
■保育教諭
■保健師

職 種
申込受付期間

10月17日（金）〜
 11月20日（木）

▲九重町ＨＰ▲申込み二次元コード

▲テストセンター
　二次元コード

●申込方法及び申込期間

申込方法

申込期間 令和７年１０月１７日（金）午前８時３０分～
                        令和７年１１月２０日（木）午後５時

※��申込みには、①パソコン又はスマートフォン、②申込者本人の
　メールアドレス、③申込者本人の顔写真データが必要です。
※その他受験資格の詳細については、九重町ホームページをご覧ください。 九重町

申
込
み
に
つ
い
て

電子申請（インターネットでの申し込み）
申込み URL：https://logoform.jp/form/cSUd/1231194

第１次試験を免除します➡︎

●試 験 日

●試験会場

●試験内容

全国に設置されたテストセンター会場のうちから受験者が選択する会場
※テストセンター会場は、４７都道府県に３００か所以上設置されています。

総合適性検査（基礎能力）

11月29 日（土）〜12月7日（日）第
１
次
試
験

※一般行政職のみ

1111 広報ここのえ　2025.10月号広報ここのえ　2025.10月号



スマホの無料講座の参加者募集中

職場のトラブルや悩み事を相談しませんか？

●お問い合わせ　社会教育課　☎０９７３－７６－３８８８

●お問い合わせ　観光・地域振興課 　☎０９７３－７６－３１５０

　九重町は総務省のデジタル活用支援事業の無料のスマホ講座をドコモショップと実施します。
　スマートフォンをより便利に安全に使っていただくために、ぜひ学んでみませんか？
　今回の講座内容は「オンライン診療を使ってみよう」「安心・安全にインターネットを利用しよう」です。
　スマートフォンに関する各種相談も受け付けます。

【申込方法】
定　　員：各講座とも定員 10 名（先着順）
申込方法：開催公民館に電話または右記二次元コードから申込
申込時間：電話の場合は平日 8:30 ～ 17：00 まで
申込締切：開催日の 3 日前まで
講座時の持参物：スマートフォン

　「労働なんでも相談」では、労働者やそのご家族の方、フリーランスの方、事業主の方など働いている皆さまからの、
“ 労働に関するお悩み ” についての相談を大分県労政・相談情報センターの相談員がお受けします。
　労働に関することならなんでもお伺いしますので、一人で悩まずお気軽にご相談ください。

●日　　時　１１月２６日（水）１０：００～ 15：００
●場　　所　九重町役場　１階　１０１会議室
●相談内容　�賃金未払い、解雇・退職強要、退職拒否、年次有給休暇の取得、パワハラやセクハラ、マタ

ハラなど労働問題全般
●そ の 他　秘密厳守、相談無料、予約不要

労働なんでも相談

【大分県の労働110 番労働相談】 上記相談会以外にも、労働相談をお受けしています。
●電話での相談　電話番号　フリーダイヤル　☎ 0120（601）540
　　　　　　　　　　　　　携帯電話からは　☎ 097（532）3040
　　　　　　　　相談時間　月曜日から金曜日の 8：30～17：15（祝日・年末年始を除く）
　　　　　　　　相 談 先　大分県労政・相談情報センター（大分県）

▲申込二次元コード

開催場所 日時 電話番号

東飯田公民館 11 月17 日（月）　10：00 ～12：00 0973-76 -3116

野上公民館 11 月17 日（月）　14：00 ～16：00 0973-77 -6810

南山田公民館 11 月19日（水）　10：00 ～12：00 0973-78 -8801

飯田公民館 11 月19日（水）　14：00 ～16：00 0973-79 -2251
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令和７年度 九重町牛乳消費拡大キャンペーンについて
●お問い合わせ　農林課　☎０９７３－７６－３８０４

　牛乳の消費量は年々減少傾向にあります。酪農業は飼料や資材費の高騰など経営環境の悪化により厳しい状況が
続いていますので、牛乳の消費を拡大することが酪農業への支援へとつながります。
　また、牛乳にはカルシウムが豊富に含まれており、ミネラルバランスも良く、良質なたんぱく質も摂ることができます。
毎日飲むことによって、骨を健康に保ち、生活習慣病のリスクを下げてくれるとともに、睡眠の改善にも効果があると
言われています。不足しがちといわれているカルシウムを補うためにも、1日コップ 1 杯の牛乳を飲む習慣をつけましょう！

Ａ賞　おおいた和牛ローススライス５，０００円分　３０名様　（1 口 5 枚）

B 賞　おおいた和牛赤身スライス 3，０００円分　  ３０名様　（1 口 3 枚）

C賞　九州乳業 LLドリンクセット 200ml×24本 ３０名様　（1 口 3 枚）

賞   

品

○九重町に住民票がある方が応募できます。申込書には現在居住している町内の住所の記入をお願いします。
○申し込みに利用する牛乳パックは、キャンペーン期間内に購入したものをお使いいただくようお願いします。
○応募が複数同時にある場合は、まとめて農林課に持ち込むか、大きい封筒にまとめて入れ郵送してください。
○一括表示欄を切り取った後の牛乳パックのリサイクルにご協力ください。
○複数当選した場合は、各賞 1 名様 1 点とし、複数賞で重複した場合は、上位賞のみの当選となります。

※詳細については、九重町ホームページをご覧ください。

諸
注
意

○�応募期間中に下記対象商品の 1,000㎖牛乳パックの一括表示欄を切り
取り、希望商品に応じた枚数を申込書に貼り付け、農林課に持ち込み又
は郵送してください。申込書にはアンケートがありますのでご協力をお願い
します。申し込みの口数に制限はありませんので、多くのご応募をお待ち
しています。

○�対象となる商品は「九州乳業株式会社」で製造された 1,000㎖牛乳パッ
クの製品で、一括表示欄の種類別名称が「牛乳」「成分調整牛乳」「乳
飲料」のいずれかとなっているものが対象です。

○�申込書の様式は農林課にご用意があります。また、九重町のホームペー
ジに掲載しておりますのでダウンロードしてお使いください。

○�抽選は２月中旬を予定しています。当選の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。
※詳しい内容はホームページに掲載していますのでご確認いただくか、農林課までお問い合わせください。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
概
要

▲九重町HP▲申込書DL

九重町

キャンペーン期間

応募期限

11月1日（土）〜
　　令和8年1月31日（土）

令和8年2月2日（月）
※当日消印有効
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　大分県では男女ともに健康寿命日本一を目指すため、健康指標を用いて、各市町村の現状を「見える化」し、市町
村毎のランキングを毎年公表しています。九重町では「睡眠で休養」「喫煙（男性）」「歯の健康（女性）」に課題（グ
ラフの数字は県内順位）があります。県内１位を維持できるように、ご家族や地域ぐるみで健康づくりに取り組みましょう。

　「お出かけ保健室」は、学校の保健室のような雰囲気で、誰でも気軽に健康について語ることのできる場所として、
地域のイベントや公民館など、皆さんの身近な場所に保健師や栄養士が出かけていきます。
　11 月は各地区で開催されるイベントにお邪魔します。会場によっては、血圧や体重に加え自分の
健康状態がみえる化できる機器も準備していく予定ですので、お気軽にお立ち寄りください。

10月は「みんなで延ばそう健康寿命」推進月間！健康指標県内1位

「お出かけ保健室」で気軽に健康チェックしてみませんか？

●お問い合わせ　健康子育て支援課　☎０９７３－７６－３８３８

●お問い合わせ　健康・子育て支援課　☎０９７３－７６－３８３８

日　程 イベント・場所 「お出かけ保健室」時間帯

１１月２日（日） 第12回南山田げんき祭り・南山田ふれあい交流センター 午前 10 時～午後 1 時

１１月９日（日） 第39回のがみ文化祭・野上ふれあい交流センター 午前 10 時～午後 1 時

１１月９日（日） 第11回東飯田地区つーだら・だった祭り・東飯田地区体育館 午前 10 時～午後 1 時

１１月１６日（日） 第42 回飯田高原文化祭・飯田地区体育館 午前 10 時～午後 1 時

※ 1 健康寿命とは、健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間（R4 国民生活基礎調査）
※ 2�市町村は人口規模が小さく、国と同様の調査による「健康寿命」の算出は困難なため、類する指標として大分県

が公表（R1 ～ R5 平均）

健康寿命を延ばす３つの鍵        「うま塩！おいしく減塩」「プラス１皿、もっと野菜」「歩こう！ 動こう！ プラス10分」

大分県の健康寿命※1 九重町のお達者年齢※2

男性 72.37 歳（全国25 位） 80.85 歳（県内3 位）

女性 75.94 歳（全国１０位） 85.47 歳（県内2 位）

【女性】 お達者年齢
特定健診受診率

特定保健指導受診率

血圧高値

空腹時血糖

身体活動睡眠で休養

喫煙習慣

食べる速度

何でもかめる

通いの場参加率

歩得ダウンロード

メタボリック
シンドローム該当

【男性】 お達者年齢
特定健診受診率

特定保健指導受診率

血圧高値

空腹時血糖

身体活動睡眠で休養

喫煙習慣

食べる速度

何でもかめる

通いの場参加率

歩得ダウンロード

メタボリック
シンドローム該当
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11月8日は「いい歯の日」、11月は「大分いい歯の8020推進月間」です

11月19日はおおいた食（ごはん）の日です

●お問い合わせ　健康・子育て支援課　☎０９７３－７６－３８３８

●お問い合わせ　健康・子育て支援課　☎０９７３－７６－３８３８

　大分県内の他の市町村と比較すると九重町は健康度が高いと言われていますが、歯の健康については課題がある
のが現状です。歯と口の健康状態を維持・改善することは全身の健康状態の維持にとって欠かせないことです。

公開講座のご案内『健康はお口から！ 歯から考える全身の健康』

　「食」は心身の健康にとって、基本となる大切な要素です。
　健康を維持するために「食事をおいしく、バランスよく」とりましょう。

　ごはんやパン、麺などを主材料とする「主食」、肉や魚、卵、大豆・大豆製品を主材料と
する「主菜」、野菜や海藻などを主材料とする「副菜」の３つのお皿を基本とした献立にすると、
多様な食品から、からだに必要な栄養素がバランスよくとれます。

①主食、主菜、副菜をそろえた食事

　県では、最初に野菜を食べること（まず野菜）、今より70g 多く野菜を食べること（もっと野菜）の推進に取り組んで
います。県のホームページにレシピも掲載されています。

②1日に必要な野菜の摂取量は３５０ｇ！「まず野菜、もっと野菜」

　　減塩は高血圧の予防、さらに循環器疾患の予防につながります。
　男女別「1 日の目標量」は男性 7.5g　女性 6.5g です（日本人の食事摂取基準 2025 より）
　塩やしょう油の代わりに、かぼすやゆずなどの柑橘類を焼き魚、揚げ物、鍋物などに使うとおいしく減塩できます。

③おいしく減塩、1 日マイナス３g

①時間を決めて（１日２回まで）
　…ダラダラ食べはＮＧ！
②糖分をあまり含んでいないおやつを

①歯を強くする
②細菌の活動を抑える
③初期むし歯の進行を抑える

歯ブラシだけでは歯と歯の間に、約４０％
見えない汚れが残ります。
仕上げ磨き後に 1 日 1 回でもフロスを！

乳歯のむし歯を放置すると次に生えてくる永久歯の形
をいびつにしたり、変色させてしまします。むし歯は
自然に治らないため早期の治療が必要です。・食器の共有 ・キス

・フーフー冷まし
・大人の食べかけを与える

なるべく控えて！

1 歳７か月～２歳７か月
→むし歯菌にはじめて感染しやすい危険な時期

おやつ フッ化物 フロス・糸ようじ

むし歯の放置は危険です感染の窓が開きます

●日　　時　１１月12 日（水）１3：００～ 14：００
●場　　所　九重町保健福祉センター
●講 　 師 　玉井歯科医院　玉井恵子先生

あるとっく
20ポイント
付与
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支え合いリーダーを募集します！
●お問い合わせ　地域共生支援課　☎０９７３－７６－３８２１

　九重町では、ご近所さんや区長・民生委員の方々で高齢者等の見守り活動が行われていますが、九重町の高齢者
率は４５．８５％（令和７年７月末）となり、ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯などの見守りを必要とする家庭が増えてきて
います。誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、地域でお互いに支え合い・助け合う仕組みづくりが
必要です。
　そこで、地域のことを考え活動していただく「支え合いリーダー」を今年も募集します。ぜひ、あなたの力を地域で
活かしてみませんか？

【日　　時】令和７年１１月４日、１１日、１８日
　　　　　　時間帯は９：３０～１１：３０
【場　　所】九重町保健福祉センター　視聴覚室
【講座内容】支え合いリーダーの必要性や活動について
　　　　　　誰もが安心して住み続けられる地域づくりについてなど（予定）
【募集締切】１０月３０日（木）
【申込方法】�各行政区長または、九重町社会福祉協議会☎０９７３－７６－２５００までご連

絡ください。

※施設に入所している方・3 カ月を超えて継続して入院している方は受給できません。
※本人又は扶養義務者の所得要件があります。
※対象要件に該当するかどうかは担当課までお問い合わせください。

特別障害者手当　　月額／ 29,590円（毎年改定有）

障害児福祉手当　　月額／ 16,100円（毎年改定有）

◎対象者／著しく重度の障がいがあるため、日常生活において常時特別の介護を必要とする在宅の20 歳以上の方（お
おむね身体障害者手帳 1・2級又は療育手帳Ａ１Ａ２程度の障害が重複している。または、これらと同等の障害や疾病、
精神障害があり、常時介護を必要とする方）

◎対象者／重度の障害があるため、常時介護を必要とする状態にある在宅の 20 歳未満の方（おおむね身体障害者
手帳 1級と2 級の一部、療育手帳Ａ１、これらと同等の疾病、精神障害があり常時介護を必要とする方）

特別障害者手当・障害児福祉手当をご存じですか？
●お問い合わせ　地域共生支援課　☎０９７３－７６－３８２１

シリーズ
『障がい福祉』
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支え合いリーダー養成講座
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九重ふるさと自然学校

　九重ふるさと自然学校では森林に暮らすチョウの生息地を守る取り組みの一環として、雑木林の下草刈り
や落ち葉掻きを実施します。林床を整備することで様々な植物が育ち、チョウの種数増加が期待されます。
環境保全に興味がある方、九重町に棲む生きものを守りたい方、自然学校スタッフと是非たくさんのチョウが
舞う環境を一緒に作っていきませんか？たくさんのご応募おまちしております。

【 日 　 時 】

【 内 　 容 】

【 持 ち 物 】

【刈払機使用の方】

【 集 合 場 所 】
		
	

① 11 月 2 日（日）　10：00 ～ 15：30						    
　（※雨天の場合は 11 月 29 日（土）に延期）

・�ススキなどの下草刈り（刈払機の使用は
　「刈払機取扱作業者安全衛生教育」受講修了者のみ可）
・草集め（刈払機を使用しない方）						    
・落ち葉かき（熊手で集めて集積します）	

長袖・長ズボンの汚れてよい服装、防寒着、
長靴（汚れてよい靴）、作業袋、帽子、タオル、昼食、飲み物

刈払機（お持ちの方。自然学校のものも貸出可）、刈払機取扱作業者安全衛生教育
修了証、安全装具（お持ちの方）※燃料（混合油）は自然学校で準備します。

九重ふるさと自然学校　事務所（大分県玖珠郡九重町田野 1726-408）

～チョウの生息地：雑木林整備のご案内～

ミドリヒョウモン

　9 月の中旬以降になって、朝晩が冷え込むようになり、
長く暑い夏の終わりをようやく感じられるようになりました。
　全国では、局地的な線状降水帯が発生し、多くの自治
体で被害が深刻化しています。雷も連日のように発生し、
多くの家屋で火災になる事象もありました。これまで、異
常気象という言葉を使ってきましたが、異常ではなく当たり
前の現実となって参りました。
　また、本州や北海道では熊が市街地に出没して人を襲う
という事件も発生しています。私たちが住む九州地方に熊
はいませんが、猪や鹿による農作物や樹木の食害が毎年
のように発生しており、これまでとは何かが違う環境になっ
ていると感じます。
　さて、本年の 4 月より、九重町、九重町商工会、九重

Vol.32

とびらをあけて

九重町長　日野 康志

町 長 コ ラ ム 町観光協会の 3者で「一般社団法人ここのえ町づくり公
社」が発足し半年がたちました。３名の社員を中心に、行
政とタイアップを図りながら、賑わいや儲かる観光地を目指
して、ＤＭＯの登録申請やマーケティング事業などを、デー
タに基づいて展開しています。最近では、台湾の会社や
県内の大学などと交流しながら、新たな商品開発を目指し
ています。そして、観光から農業や福祉などあらゆる分野
を繋ぎ、民間事業の活性化に努めて参ります。
　町の振興は、町民福祉の向上と民間事業の発展が不可
欠です。行政でできることと民間でできることを振り分け、
自立（自律）することが大切と考えます。そして、お互いが
支え合う精神こそが、もっともっと大切です。行政も、皆
さんを支えられるよう努力して参りますので、皆さんも支え
てください。よろしくお願い申し上げます。
　人口減少は、全国的な大きな問題ですが、人の奪い合
いでは解決できません。事業も、これまでどおりにはなりま
せん。発想の転換が必要です。人口が減少しても持続可
能な町をつくるためには、人と人との支え合いや自治体同
士の支え合いが大切です。人を思いやる「利他の心」こ
そが、最後に自分たちに返ってくると信じて。
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　９月１８日に第４回「なるほど“ザ”人権講座」を開催しました。
　今回は「部落差別の現実を知る」をテーマに、九重町人
権意識調査の結果報告を行った後、部落解放同盟大分県
連合会九重支部支部長・松山マツ子氏を講師にお迎えしま
した。松山氏にはご自身の経験をもとに、今もなお残る部
落差別の現実や、部落問題との向き合い方についてご講
演いただきました。
　参加者からは、
「寝た子を起こすなではなく、現実に起きたことを伝え、
学習していくことが大事だと思った。」

人権

No.349

「九重町で実際にあった差別のことを伝えていただき、
身近な差別を知ることで自分事として考えることができた。」
といった声が寄せられ、部落問題を「自分には関係ない
こと」とせず、意識を改める姿が見受けられました。
　グループ討議では、「親戚から結婚差別的な発言があっ
たら？」という議題をもとに、当事者と第三者それぞれの
立場から「自分ならどう対応するか」を話し合いました。　　　　
　討議の中では、
「差別された人だけが悲しい思いをし、学習し、運動し
ていくのはおかしい。」
「結婚差別に限らず、そのような場面に遭遇した時に、
正しい意見を言えるようになりたい。」
といった意見が挙がり、「差別をなくすためには、誰もが
自分ごととして考え、行動していく姿勢が求められる」と
いう共通の思いが浮かび上がりました。
　本講座の大きな特長のひとつは、グループでの話し合
いにあります。自分の中で漠然としていた思いを言葉にす
ることで整理でき、また他の参加者の意見を聞くことで、
自分にはなかった多様な考え方に触れることができます。

　いよいよ次回は最終回！
　テーマは「わが子にどのようにして部落差別を伝えてい
くか？」です。
　　　　　　                　　 　　   　　（社会教育課）

なるほど“ザ”人権講座
第4回講座を開催しました。

ふるさとの
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新刊・新着図書案内　～日差しの傾きと日暮れの早さに深まる秋を感じます。長くなった夜に読書はいかが？～

　　　　　　　　　　　　　ほんの森10月号　平日 午前10時〜午後６時　土・日 午前９時〜午後５時　月・祝 休み　九重町図書館 ☎ 76−3888

　苦手な読書が好きになる！ゼロからの読書教室	 読書猿
　本が読めない33歳が国語の教科書を読む	 かまど
　読むだけでグングン頭が良くなる下ネタ大全	 堀元見　
　煩悩と生きる	 中野信子
　運のトリセツ	 黒川伊保子
　�ハーバード、スタンフォード、オックスフォード…科学的に証明されたすごい習慣大百科	 堀田秀吾
　�AIのド素人ですが、10年後も仕事とお金に困らない方法を教えてください！	 木内翔太
　読むだけ小論文　法・政治・経済・人文・情報系編	 樋口裕一
　頭がいい社長は会社のお金のココしか見ない	 市ノ澤翔
　いつの間にか仲良くなっている人たちの世界	 野口敏
　スマホ時代の「眼」メンテナンス	 栗原大智
　1日1分で身体が整う首のセルフケア	 能瀬千恵
　脂質起動	 山田悟
　バカ親につけるクスリ	 堀江貴文
　大人も読みたいこどもの本200	
　ベビーサイン図鑑	 吉中みちる
　こんなことで、死にたくなかった	 高木徹也
　すべてを蒸したいせいろレシピ	 りよ子
　本気のワンパンパスタ	 リュウジ
　かんたん・かわいい・使いやすい巾着ポーチと巾着バッグ	
　かぎ針で編む50の動物あみぐるみ	 ケリー・ロード
　暮らしのまんなか　vol.41	
　台湾‘26まっぷるマガジン	
　るるぶ韓国‘26	
　東京観光‘26まっぷるマガジン	
　るるぶ大阪・関西万博へ行こう！	
　るるぶジャングリア沖縄	 その他多数

図書館だより

●����児童図書・コミック
　ぼくのいえ　	 鈴木のりたけ
　はじめての国宝　小学館の図鑑NEO	 青柳正規
　飼育と観察　小学館の図鑑NEO	 筒井学
　あそべるひらめくきせつの図鑑	 横山洋子
　クイズで地頭がみるみる良くなる思考力チャレンジ	小学校教育研究会
　しお　はじめてのサイエンス	 セシル・ジュグラ
　さみしい夜にはペンを持て	 古賀史健
　AIロボット世界のサバイバル１と２	 ゴムドリCO.
　点字を学んでみよう	 日本点字委員会
　中高生のソフトテニス　マンガ×動画×写真で3倍よくわかる	 柴田章平
　お城の迷路	 香川元太郎
　最新きょうりゅう220なまえ大ずかん	 その他多数
	
●�一般図書
　マスカレード・ライフ	 東野圭吾
　俺ではない炎上	 浅倉秋成
　バンクハザードへようこそ	 中山七里
　蛍たちの祈り	 町田そのこ
　深淵のテレパス（創元ホラー長編賞受賞）	 上條一輝
　朝からブルマンの男（創元ミステリ短編賞受賞作４）	 水見はがね
　チョコレート・ピース　	 青山美智子
　乱歩と千畝　RAMPOとSEMPO	 青柳碧人
　奇のくに風土記	 木内昇
　昭和探偵物語	 天童荒太
　牛歩なれども	 甲斐素純
　アウト老のすすめ	 みうらじゅん

　読書週間の季節がやってきました！今年の標語は「こころとあたまの、深呼吸」です。
　今年は、４つのイベントをご用意しています。皆さんのご来館をお待ちしております！

★ �2023 年の春イベで実施した「絵本のリレー」の小説版です。
今回は「物語＝小説」しばりで推し本をつないでいきましょう♪

★�展示されている推し本（小説）を借りて→自分の推し本を代わり
に展示すれば参加賞（クリアファイル）ゲットです！（ひとり1 回）

★�１年ぶりのココドクです。日曜日ですが、開始時刻はいつもと同じです。
★��オススメの本を１冊持ち寄り、お茶をいただきながら本を紹介し合うゆ

るい読書会です。
★参加者は一般の方のみ。先着２０名です。

★�スポーツの秋、食欲の秋、芸術の秋、読書の秋、行楽の秋、勉強の
秋など「〇〇の秋」といわれる本をカウンター近くのワゴンにまとめました。
そこから借りてくださった方には、期間中しおりをプレゼントします♪

★�期間中は、ワゴンの本を借りるたびにしおりをさしあげます。何度でもど
うぞ♪

★� 「県内公共図書館による共通イベント」として読書週間恒例の
企画展です。

★�県内の各図書館の蔵書から、インパクトのあるタイトルの本を紹
介する企画展！紹介コメントから新たな本との出会いが始まるか
も。お取り寄せも、貸出もＯＫです！

『秋の読書週間―イベントのご案内！』

　１０月の担当グループは「スター」のみなさんでした。
１１月は「ぷちトマト」（11/8 予定）のみなさんです。
　絵本は心の栄養です。たっぷりたくさん読んであげた
いですね！

　年明けのお年玉プレゼントとして、先着 500 名様にキウイをプレゼントしてきましたが、キウイの木の寿命が近くなっ
てきたため、残念ですが今回が最後になります。今年は 12 月から、追熟ができたものからどんどんお配りしていきます！
先着 600 名様の予定です。（※図書館の資料を借りた方ひとり1 個ずつ。無くなり次第終了です）

●「おはなし会」 毎月第2土曜
　（10時30分~11時）

「お年玉キウイの配布について」

お知らせ .1

お知らせ .2
▲９月のおはなし会の様子。

▲読んだ本は展示してます。

期間：１０/ ２１（火）～１１/ １２（水）
バトンをつなごう！「物語のリレー」

ＫＯＫＯＤＯＫＵ（ココドク）ｉｎオータム おとな限定　夜の図書館　第十二夜

「〇〇の秋を楽しむ本」はいかがですか？

成人部門・児童部門インパクトタイトル王選手権
期日：１１/ ２（日） 午後7 時～８時半　
申込先76-3888（図書館）締切10/26（日）

期間：１０/ ２１（火）～１１/ １２（水）

期間：１０/ ２３（木）～１１/ ９（日）
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　�入学を希望する幼児の保護者
は、受付期間内に所定の入学願
書・調査票に必要事項を記入の
うえ、大分県立聾学校事務室に
提出してください。郵送の場合は
「書留」でお願いします。
　〒８７０－００２６
　大分市金池町３丁目１－60　
　大分県立聾学校長　宛
■出願関係書類の交付
　��令和７年12 月1 日㈪から大分県
立聾学校事務室にて交付します。
平日午前９時から午後４時まで。
同日以降ホームページからも様式
のダウンロードができます。

■面接日　令和８年２月４日㈬
■お問い合わせ
　�大分県立聾学校
　（☎０９７－５３８－６６６１）

■と　き
　11 月19 日㈬
　午後１時～午後５時
■ところ　大分自動車学校（大分市）
■定　員　30 名程度( 事前予約制）
■申込期限　�11 月4 日㈫
■その他
　�運転体験を希望される方は、普通
自動車免許（AT 限定を除く）取
得後１年以上経過していること。

■申込み・お問い合わせ
　（一社）大分県バス協会
　（☎０９７－５５８－３９４６）
　※平日午前9 時～午後5 時

■と　き
　�11 月２日㈰
　午前10 時10 分から受付
■予　約　不要
■参加料　無料
■内　容
　�校内見学、オフィスビジネス科、
ガーデンエクステリア科において
訓練状況の説明、訓練体験等

■お問い合わせ
　�大分県立日田高等技術専門校　
（☎０９７３－２２－０７８９）

暮らしの情報　●

験合格が必要です。
希望者は県ホームページをご確認く
ださい。
■申込期間
　11 月4 日㈫～12 月10 日㈬
■研修日　令和８年２月５日㈭
■試験日　令和８年２月12 日㈭　
■お問い合わせ
　�大分県地域農業振興課
　（☎０９７－５０６－３６６１）

■と　き
　12 月9 日㈫
　午前10 時～午後３時
■ところ
　�日田市教育委員会
　（市役所別館・日田市教育庁３階）
■対　象
　�視覚障がいのある乳幼児・児童・
生徒・成人、及びその保護者・関
係者（保育士・教員等）

■相談内容
　�家庭での接し方や、保育・教育・医
療に関すること。　

■申込方法
　�希望者は市町村教育委員会へお問
い合わせの上、「相談票」を、市町村
教育委員会にご提出ください。

　�高校生以上の方は盲学校にお問
い合わせください。

■申込期限　11 月21 日㈮
■お問い合わせ　
　�大分県立盲学校
　（☎０９７- ５３２- ２６３８）

■と　き
　募集期間　10 月27 日㈪～
　　　　　　11 月12 日㈬まで
　試験日　　11 月21 日㈮
　合格発表　11 月27 日㈭
■募集内容

　・オフィスビジネス科
　・�コンピューターの基礎知識と応
用技術及びワープロ、簿記、会
計等の事務処理について習得

　・前・後期合わせて10 名程度
　・�令和８年３月に高等学校卒業

見込みの方
■入 校 日　�令和８年４月７日㈫
■訓練期間　１年間（４月入校）
■授業料
　�無料
　（入校時に教科書等の実費必要）
■お問い合わせ
　大分県立日田高等技術専門校
　（☎０９７３－２２－０７８９）

■募集コース
　３ＤＣＡＤ活用科
　建築ＣＡＤ・リフォーム技術科
　ビル管理技術科
■募集期間
　11 月27 日㈭～12 月25 日㈭
■訓練期間
　令和8 年２月３日㈫～７月29 日㈬
■その他　
　�説明会11 月11 日㈫、25 日㈫、
見学会11 月4 日㈫、18 日㈫

■申込・お問い合わせ　
　�ポリテクセンター大分
　( ☎０９７－５２９－８６１５）

■募集対象
　�両耳の聴力のレベルがおおむね60
デジベル以上のもののうち、補聴器
等の使用によっても通常の話し声
を解することが不可能または著しく
困難なもの

　�令和２年４月２日から令和５年４月
１日までに生まれた幼児で、大分県
内に在住する者

■出願手続き
　・受付期間
　�令和８年１月５日㈪～１月23 日㈮
　平日午前９時～午後４時
　・提出先

大分県立日田高等技術専門校
令和８年度訓練生募集
（高校新卒後期）

第２回「目と見え方の教育相談会」
受講料無料！ 12 月受講生募集
（ハロートレーニング）

◀�大分県ＨＰ

お知らせ

大分県立聾学校幼稚部
入学者募集について

バス運転士募集「バス会社説
明会＆バス運転体験会」

大分県立日田高等技術専門校
令和７年度オープンキャンパス
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【電話・面接相談】
■と　き
　�月曜日～金曜日（祝日、振替休日、
年末年始の休日を除く）

　午前８時30 分～正午、
　午後１時～午後５時15 分
■ところ　大分県庁　別館５階
■お問い合わせ
　交通事故相談所
　（県生活環境部生活環境企画課内）
　（☎０９７－５０６－２１６６）

【巡回相談〔予約制〕】
■と　き
　11 月11 日㈫
　午前10 時30 分～午後３時
■ところ　県西部振興局（日田市）
■お問い合わせ　
　県西部振興局
　（☎０９７３－２３－２２００）

■と　き
　平日の午前９時～正午、
　午後１時～午後５時
■ところ　日田公証役場（日田市）
■内　容　
　�①�遺言のほか、高齢者等の財産

管理、土地・建物の賃貸借・売
買、金銭貸借、離婚給付、尊厳
死宣言などの公正証書の作成
に関する相談　

　②�会社定款や契約書類の認証等
に関する相談　

　③相続問題に関する相談
■その他　電話で事前受付が必要
■お問い合わせ
　日田公証役場
　（☎０９７３－２４－６７５１）

■と　き
　11月６日㈭　午後１時～午後３時
■ところ
　九重町役場３階３０２会議室
■内　容
　�相続、遺言、農地転用、許認可申
請、技能実習等外国人雇用等

■お問い合わせ
　大分県行政書士会日田支部
　（☎０９０－８２８９－４６６４）

■と　き
　11月19日㈬　午前10 時～正午
■ところ
　九重町役場３階３０２会議室
■その他　予約不要。相談無料。
■お問い合わせ
　�大分県行政監視行政相談センタ
ー（きくみみ大分）

　（☎０９７－５３２－３７１５）

ひとり親家庭などの父母、寡婦（夫）
の方を対象に無料法律相談会及び
面会交流相談会を実施します。

【無料法律相談会】
■と　き
　11月18日㈫　午後1時～午後4時
■ところ
　�九重町役場3 階302 会議室
■弁護士　 �平松まゆき 弁護士

【面会交流相談会】
■と　き
　11月21日㈮
　午後１時～午後4 時
■ところ
　�九重町役場3 階302 会議室
■相談員　小山三惠子 相談員
■申込期限　11月10日㈪
■対象者
　�玖珠町・九重町在住のひとり親
の方（※離婚を考えている方の相
談も可能です）

■その他
　�相談無料　一人につき30分間
■お問い合わせ
　�九重町役場　健康・子育て支援課
　（☎０９７３－７６－３８２８）

■と　き
　令和8 年１月12 日（月祝)　
　午前10 時開始

■ところ
　�大分大学（大分市）、県立佐伯豊
南高校（佐伯市）

■願書の配布
　�・�大分市消防局・東・南署（予防

課）、各出張所・分署
　・�県内各地域消防本部予防課
　・�（一財）消防試験研究センター
       大分県支部
■願書受付期間
　11 月14 日㈮～11 月26 日㈬
■願書提出先・お問い合わせ
　�（一財）消防試験研究センター
　大分県支部
　〒870 －0034　
　大分市都町1-2-19
　大分都町第一生命ビルディング5 階
　（☎０９７－５３７－０４２７）

■と　き　12 月18 日㈭
■ところ　Ｊ:ＣＯＭホルトホール大分
■受付期間
　�11 月６日㈭～11 月13 日㈭
■受講料　7,000 円
■定　員　�152 名（予定）
■申込方法
　�ホームページよりインターネット
で申込み又は受講申請書により
ＦＡＸにて申込み
　�※詳しくは（一財）日本防火・防
災協会のホームページをご確認
ください

■お問い合わせ
　�（一財）日本防火・防災協会
　（☎０３－６２６３－９９０３）
　（FAX ０３－６２７４－６９７７）

県では農薬の安全使用・適正販売を
推進するため、農薬や病害虫防除、関
係法令等に関する知識を有する「大
分県農薬指導士」を育成しています。
資格取得のためには、研修受講と試

各種相談（相談無料）

大分県交通事故相談

遺言等無料公証相談

行政書士会日田支部無料相談会

●　暮らしの情報

行政相談所

甲種防火管理（再）講習

「ひとり親のための無料法律
相談会」、「面会交流相談会」

大分県農薬指導士
新規認定研修・試験

◀�日本防火・
　防災協会ＨＰ

試験・講習会

令和７年度第２回消防設備士試験
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■その他
　�入場無料
■お問い合わせ
　�大分刑務所
　（☎０９７―５４６―３１５３）

大分県労働局では、毎年１１月の第３
水曜日を「県民ノー残業デー」として、
大分県民全体での定時退社の取組
を呼びかけています。
長時間労働の削減は、働く人にとって
は心身の健康保持・増進、会社にとっ
ては生産性や企業のイメージ向上に
つながります。
１１月19 日㈬は、ワークライフバラン
スの実現のため定時で帰る取り組み
をしましょう！

■と　き
　11 月28 日㈮
　午前10 時～正午
　午後１時45 分～４時
■ところ
　九重町役場　玄関フロア
■お問い合わせ
　健康・子育て支援課
　（☎０９７３－７６－３８３８）
 

暮らしの情報　●

■と　き
　11 月１日㈯午前10 時～午後4 時
　11 月2日㈰午前10 時～午後3 時
■ところ
　大分県立工科短期大学校
■内　容　
　�ＡＲ（拡張現実）体験、ものづくり
教室、ゲーム、模擬店、各種団体
催し物等

■お問い合わせ
　大分県立工科短期大学校
　（☎０９７９－２３－５５００）

■出願資格
　・�保護者等が大分県内に住所を

有する者。
　・�大学（通信により教育を行う課

程、別科、専攻科、大学院を除
く。）及び短期大学に在学、また
は進学を希望するもので当会
の定める基準を満たす者。

■出願期限
　令和８年１月５日㈪消印有効
■貸与期間　
　�令和８年４月から在学する学校
の正規の最短修業期間

■特　徴　
　・奨学金は無利子の貸与です。
　・�申込者の中から里見奨学金（給
付）に推薦します。文系学部、理
工系学部問わず（但し、医学
部、薬学部国家試験課程除く）

■その他
　�貸与月額等についてはホームペ
ージをご覧いただくかお問い合わ
せわせください。

■お問い合わせ
　公益財団法人大分県奨学会
　（☎０９７－５０６－５６２０）

大分県では令和８年９月に大分県地
域公共交通計画の更新をする予定と
しています。県全体の地域交通の確
保維持対策などについて県民の意見
を広く反映させるため、一般公募委員
を募集します。詳細は大分県ホームペ
ージをご覧ください。
任期は就任の日から令和８年９月30
日までです。
■申込方法
　�大分県のホームページより応募
用紙をダウンロードの上必要事
項を記入の上ご提出ください。

■募集期間
　�11 月７日㈮午後５時必着
■応募資格
　�①大分県内に居住もしくは通勤・
通学しており、令和7 年11 月中
旬以降の平日日中に開催する予
定の分科会に出席できる方。

　�※会議は県内４地域で行う予定
であり、居住自治体により出席場
所を指定させていただきます。

　�②地域公共交通に興味・関心が
ある方

■募集定員
　�各会議場所につき２名以内
■お問い合わせ
　�大分県地域交通・物流対策室　
（☎０９７－５０６－２１５３）

大分刑務所では「社会を明るくする運
動」の一環として、大分矯正展を開催
します。
■と　き
　�11 月３日㈪午前9 時～午後4 時
■ところ
　�大分刑務所( 大分市）
■内　容
　�刑務所作業製品の展示、即売
会、矯正広報、所内見学など（内
容は変更する場合があります。）

　�※感染症や災害などの影響によ
り、中止することがあります。

大分県地域公共交通活性化協議会
分科会一般公募委員の募集について

第 26 回大分県立工科短期大学校
学園祭「昴華祭」（こうかさい）

令和８年度大学奨学生募集のお知らせ

11月 19 日㈬は県民ノー残業デーです！

献血にご協力をお願いします！

第 41 回大分矯正展の開催

◀大分県奨学会
　　ＨＰ

◀�大分県ＨＰ
◀�大分赤十字
血液センター
バススケジュール
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り        	

干　

城

一
本
の
大
樹
に
映
え
る
初
紅
葉   　

	

文　

子

出
番
待
ち
紅
ぬ
り
重
ね
村
芝
居　
　

  	

き
く
み

秋
の
夜
半
正
岡
子
規
に
魅
せ
ら
れ
て	

良　

子

疲
れ
た
ね
案
山
子
と
案
山
子
も
た
れ
合
い	

純　

子

吾
子
宅
へ
届
け
る
梨
の
コ
ン
ポ
ー
ト	

左
世
美

と
は
い
っ
て
も
都
会
の
空
に
月
の
な
し　

	

春　

蘭

こ
だ
ま
す
る
山
の
向
こ
う
も
秋
景
色 	

ス
エ
ノ

縁
側
や
長
く
な
る
影
秋
日
和	

清　

子

笑
み
栗
や
一
日
の
無
事
を
良
し
と
す
る	

則　

子

芋
栗
と
リ
ュ
ッ
ク
の
太
る
行
楽
者	

チ
ズ
子

読

者

俳

句

佳
作
佳
作

　
二
十
二
席

　
二
十
二
席

（
編
集
後
記
）
よ
う
や
く
秋
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。
と
は
言
え
秋
は
つ
か
の
間
、
す
ぐ
に
寒
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
つ
か
の
間
の
秋
を
も
っ
と
楽
し
む
た
め
に
も
吟
行
を
お
勧
め
で
す
。
ぜ
ひ
、
山
野
を
散
策
く
だ
さ
い
。
今
月
の
句

も
秋
を
満
喫
す
る
句
が
集
合
で
す
。「
蟋
蟀
と
二
人
言
」い
い
で
す
ね
。
秋
を
満
喫
で
す
。
そ
し
て
来
月
は
も
う
晩
秋
。
秋
の
名

残
り
を
感
じ
る
一
句
、
お
仕
立
て
く
だ
さ
い
。（
選
者
拝
）

方
言
俳
句
に
挑
戦
懇
親
句
会
の
開
催

　

豊
國
隆
信
さ
ん
が
編
集
し
た『
ま
る
っ
と
大
分
弁
俳
句
』の
刊
行
を
記
念
し
て
寿
大
学
文
芸
部
や
わ
い
た
句
会

な
ど
が
九
月
十
六
日
文
化
セ
ン
タ
ー
で
合
同
句
会
を
開
き「
方
言
俳
句
」
で
親
交
を
温
め
ま
し
た
。
以
下
、
そ
の

結
果
で
す
。

ト
ッ
プ
賞　

な
ん
か
か
る
妻
と
こ
い
さ
は
星
月
夜　
　
　
　
　
　

古
後　

粒
勝

次　
　

点　

そ
げ
な
こ
つ
気
に
し
な
は
ん
な
秋
の
空　
　
　
　
　

安
部
ス
エ
ノ

高
点
句　

柿
熟
れ
ち
ひ
も
じ
い
戦
後
ひ
ろ
つ
い
た　
　
　
　
　

甲
斐
加
代
子

　
　
　
　
　

秋
の
茄
子
隣
ん
嫁
ご
に
お
き
に
ゃ
ん
た　
　
　
　
　

竹
尾　

友
彦

　
　
　
　
　

ど
ん
こ
ん
な
ら
ん
一
寸
ず
り
の
盆
帰
省　
　
　
　
　

高
倉　

直
人

　
　
　
　
　

み
ち
み
な
い
止
め
ち
ゅ
う
た
ん
に
蜂
刺
さ
れ　
　
　

時
松　

干
城

〇�

豊
國
先
生
の
指
導
で
初
め
て
の
挑
戦
で
し
た
が
、
楽
し
い
句
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
全
部
を
紹
介
で
き

な
い
の
が
残
念
で
す
。
ま
た
の
機
会
に
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

蟋こ

お　

蟀ろ

ぎ
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● 

病
　
院

月 日 医院名 住所 電話番号 ● 

歯 

科 

医

月 日 医院名 住所 電話番号
10月 19 日 井 上 医 院 恵 良 0973-76-2711 11 月 ２日 村 山 歯 科 医 院 日田市 0973-22-3303

26 日 三池循環器科内科クリニック 塚 脇 0973-72-6101 ３日 相 良 歯 科 医 院 塚 脇 0973-72-0214
11月 2 日 小 中 病 院 塚 脇 0973-72-2167 23 日 石 松 朗 歯 科 医 院 日田市 0973-24-3718

3 日 渓和ファミリークリニック 町 田 0973-78-8088 24 日 またけ歯科クリニック 日田市 0973-28-7688
9 日 友成（塚脇）医院 塚 脇 0973-72-0330
16 日 協 心 橋 病 院 帆 足 0973-72-2135
23 日 矢 原 医 院 野 上 0973-77-6121
24 日 長内科小児科胃腸科医院 春日町 0973-72-2143
30 日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 0973-72-1127

　

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD 文字を使用しています。

 10
月

号
令

和
7年

10月
17日

発
行（

通
巻

833号
）

発
行

・
九

重
町

役
場

未
来

デ
ザ

イ
ン

推
進

課
〒

879 -4895　
大

分
県

玖
珠

郡
九

重
町

大
字

後
野

上８番
地

の１
☎

 0973 -76 -2111	
印

刷・株
式

会
社

佐
伯

コ
ミュニ

ケ
ー

ション
ズ

10
月
・
11
月
の
休
日
当
番
医

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル

人 の 動 き
9 月1 日～ 9月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,099 人 （ - 1 4 ）
男 3,883 人 （ - 3 ）
女 4,216 人 （ - 1 1 ）

世帯 3,809 （ - 2 ）
（　）は前月からの増減

< 発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について >
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎受診先に悩む場合　　　医療情報ネット のホームページから検索してください。

　　

町の面積／ 271.37㎢　町の木／くぬぎ　花／ミヤマキリシマ　鳥／カッコウ

110 交通安全 2025.9 月末
町内地区別事故発生状況　※速報値

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 4 2 13 15
野 上 4 4 41 45
飯 田 1 1 119 120
南山田 1 5 5 58 63

計 1 14 12 231 243

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

梅
う め き
木　 章

あきら
75 奥 双 石

佐
さ と う
藤　 敏

と し こ
子 86 中 板

田
た も と
本　 正

ま さ こ
子 92 須 久 保

寺
てらおか
岡ヨ

よ し こ
シ子 94 中 村 上

冨
と み た
田ツ

つ ぎ こ
ギ子 101 中 村

吉
よしみつ
光キ

き ぬ え
ヌヱ 97 桐 木 三

若
わかすぎ
杉セ

せ つ こ
ツ子 100 口 ノ 園

10月生まれ

菅
す が

家 凛
り ん こ

子 さん

（保護者：菅
す が

家敏
と し き

貴）
2歳

１歳 ~ ３歳の誕生日を迎える、九重町に住所があるお子さんが対象です。
詳しくは九重町ホームページをご覧ください。

問 未来デザイン推進課 ( ☎ 76-3874)

11月がお誕生日のお子さん
１0月31日（金）

12月がお誕生日のお子さん
１2月1日（月）

応募締切

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ

●�当番医設定のない休日の歯の急患は、別府口腔保健セ
ンター（別府市 0977-21-5657）で対応します。

編集後記
　朝晩が涼しくなり、秋の訪れを感じられるように
なりました。しかし日中はまだまだ暑さを感じる日
があり、寒暖差に体調を崩してしまいそうです。
　さて、9 月 15 日は敬老の日でした。紙面でも
100 歳の誕生日を迎えた方、町内最高齢となった
方をご紹介させていただきました。お話を伺う中
で、皆さんに共通するのは日々の生活の中で、楽
しみにしていることがあるということでした。特別
なことでなくてもそういった少しずつの積み重ねが
心も体も支えてくれるのかもしないと感じました。

　　　　　 　　　  　T.U
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